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１ 緒言 

 スギ材の建築構造用材における新たな利用法として，平角材（梁桁）として用いることが期

待されている。横架材は，鉛直荷重及び水平力を負担し，構造体を支える重要な役割を持つこ

とから，柱材よりも，より厳密な強度性能が求められる。併せて，建築基準法の改正等を背景

に寸法精度の高い乾燥材が条件となっている。筆者らは，材面割れがスギ正角材の引張，曲げ

及び座屈性能に及ぼす影響はほとんどないことを報告してきた（木材工業誌）。実用において，

断面寸法及び材長がほぼ限定されているスギ正角材に対して，平角材は多種類にわたる。した

がって，原材料となる丸太の林齢，径級及び木取りが異なるため，断面寸法間による材質因子

の違いが考えられることからも，本来は木材強度の評価は，建物に供給される際の断面寸法毎

に行うことが原則である。しかしながら，断面寸法の異なるスギ平角実大材を対象に，割れが

曲げヤング係数（MOE），曲げ強度（MOR）に加え，比例限度の指標，さらに構造材料として

大切なエネルギー量を示す仕事量を含めた曲げ性能全体に及ぼす影響を報告した例はない。  

 一方，横架材にとって，せん断性能は，曲げ性能（せん断たわみ）や接合部耐力に影響を及

ぼすことから重要性が高く，スギ平角材の需要拡大に向けて，せん断強度及びせん断弾性係数

を把握することは不可欠である。しかしながら，実大材のデータは乏しく，特に実用で不安視

される割れの深さとの関係を調査した例はない。  

 本研究では，8 種の断面寸法のスギ平角実大材を用い，乾燥工程で生じた材面割れが曲げ性能

に及ぼす影響を明らかにした。さらに，様々にスリット加工したスギ平角実大材を用いて，割

れの深さと曲げ及びせん断性能との関係を詳細に調査した。  

 

２ 材料と方法 

 県産スギ心持ち平角材（蒸気式高中温乾燥材）、品質は一般的な特等材  

 ①割れの有無による曲げ性能の評価 

  ＊３等分点４点荷重法による静的曲げ破壊試験  

    ・規 格＝材幅 120 ㎜×梁背 150/180/210/240/270/300/330/360 ㎜×材長 3～6ｍ  

    ・本 数＝245 本（割無材 180 本と割有材 65 本） 

 

 ②スリット加工材を用いた曲げ及びせん断性能の評価 

  ＊３等分点４点荷重法による静的曲げ破壊試験  

  ＊逆対称４点荷重法による静的せん断破壊試験  

    ・規 格＝材幅 120 ㎜×梁背 240 ㎜×材長 4ｍ  

    ・本 数＝57 本 

    ・スリット加工深さ  曲げ３種類・せん断４種類 

                  

 

留意）H22.3 月：日本木材学会で発表，現在，学術論文として投稿中 

曲げ試験：３等分点４点荷重法 

 


